
















　　　ハロウィンの仮装







「ハロウィンのコスプレ？」

「うん、雑誌にコスプレ姿の写真を載せてもらうことになったんだけど、どれがいいか迷ってて」

　玲は両手にコスプレ衣装と思われる服を持って、それぞれを見比べている。

　片方は魔女のような格好で、もう片方はドラキュラを思わせるような格好。

　どちらもハロウィンのコスプレとしてオーソドックスと言えるだろう。

「そういうのってスタイリスト？　とか、衣装を選ぶ人が見繕うもんじゃねぇのかよ」

「普段ならそうなんだけど、今回は自分たちが普通の高校生としてハロウィンを楽しむならっていうテーマみたいで……衣装も自分たちで選んで買ってきてほしいって言われたの」

　なかなか難しい要求をされてら。

　もう少し詳しく聞いてみると、要はハロウィンを楽しみたい若者向けの特集を組むらしく、どこで買ったものなのか、そして値段はいくらなのかという部分まで詳しく記載する必要があるらしい。

　もちろん衣装にかかった金は雑誌側が負担するものの、やはり若者向けということで低予算は推奨されているとのこと。

「とりあえずこれ以外にもたくさん買ってきた。どれが似合うか、見てくれる？」

「……まあ、いいけど」

　なんだろう、こういう時ってあんまりいい予感がしないんだよなぁ。

　引き受けたからには真面目にやるけどさ。

「うーん……意見を求められたから先に言うけど、その二つはお前には合わない気がするぞ」

「それは同意。これはカノンとミアの方が似合う気がする」

　ああ、分かる。

　カノンが魔女っ子、ミアがドラキュラ。

　俺の中で簡単にイメージが出来上がる。

「じゃあ私はなんだろう……とりあえず着替えてみるね」

「おう」

　衣装が入っているであろう袋を抱え、玲は寝室へと引きこもる。

　待つことしばらく。

　戻ってきた玲は、小悪魔を想起させる格好に身を包んでいた。

「小悪魔のコスプレ。背中の小さい羽が可愛いんだけど……」

　そういって体を振る玲。

　その度に背中についた羽の装飾が揺れて確かに可愛らしいのだが、同時に短いスカートもひらひらと揺れて大変目のやり場に困る。

　こういう衣装の警戒しなければいけない点は、露出の多さ。

　今の玲は肩も太ももも露出していて、とてもじゃないが人前を歩かせられる格好ではない。

　いや、でも今時普通なのか？　

　分からん。俺は若者じゃないのかもしれん。

「……一旦保留で」

「分かった、じゃあ次」

　再び寝室に引っ込んだ玲は、別の衣装に着替えてリビングへと戻ってきた。

「……これはさすがにちょっと恥ずかしいかも」

「ぶっ！」

　玲が身を包んでいた衣装は、いわゆるミニスカナースと呼ばれるものだった。

　先ほどの小悪魔衣装よりも露出は少ない。

　しかし同じくらいの丈のミニスカによって露出した太ももと、サイズの問題でパツパツになっている胸元が、なんとも言えないきわどさを生んでしまっている。

「……小悪魔衣装の方がマシだな」

「私もそう思う……仮装ではあるけど、ハロウィン要素薄いし」

　いや、そこじゃないんだが────。

　結局玲の衣装は、小悪魔で決定した。

　それからしばらくの間、俺が玲のナース姿を思い出して悶々とする日々を送る羽目になったのは、また別の話。
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